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１【ファンドの運用状況】

（１）【投資状況】

①【投資状況】
   平成28年12月30日現在
   （単位：円）

 資産の種類 国／地域名 時価合計 投資比率(％)

株式 日本 4,369,568,700 82.39

 アメリカ 553,409,951 10.44

 香港 168,554,440 3.18

 スイス 34,553,093 0.65

 フランス 33,418,081 0.63

 イギリス 24,123,528 0.45

 
コール・ローン、その他資産

（負債控除後）
― 119,768,466 2.26

 純資産総額  5,303,396,259 100.00

（注）投資比率とは、ファンドの純資産総額に対する当該資産の時価の比率をいいます。
 

②【投資資産】

（ａ）【投資有価証券の主要銘柄】
ａ評価額上位３０銘柄

      平成28年12月30日現在

国／
地域

    上段：帳簿価額 利率（％） 投資
銘　柄 種類 業種 株式数 下段：評 価 額 償還期限 比率

    単価（円） 金額（円） (年/月/日) (％)

日本 朝日インテック 株式 精密機器 36,600
4,936.02
4,735.00

180,658,380
173,301,000

―
― 3.27

日本 ＵＡＣＪ 株式 非鉄金属 529,000
285.74
321.00

151,157,202
169,809,000

―
― 3.20

日本 ペプチドリーム 株式 医薬品 27,900
5,622.10
6,080.00

156,856,750
169,632,000

―
― 3.20

日本 東ソー 株式 化学 204,000
634.38
827.00

129,414,350
168,708,000

―
― 3.18

日本 東京応化工業 株式 化学 40,600
2,913.32
3,940.00

118,280,879
159,964,000

―
― 3.02

日本 いすゞ自動車 株式 輸送用機器 105,000
1,428.84
1,481.00

150,028,660
155,505,000

―
― 2.93

日本 日立国際電気 株式 電気機器 63,200
1,724.90
2,443.00

109,014,301
154,397,600

―
― 2.91

日本 三菱商事 株式 卸売業 61,000
1,900.63
2,490.00

115,938,430
151,890,000

―
― 2.86

日本 東京建物 株式 不動産業 96,100
1,330.05
1,563.00

127,818,007
150,204,300

―
― 2.83

日本 三井不動産 株式 不動産業 54,000
2,703.43
2,705.00

145,985,401
146,070,000

―
― 2.75

日本 エムスリー 株式 サービス業 47,900
3,274.56
2,945.00

156,851,537
141,065,500

―
― 2.66

日本 富士重工業 株式 輸送用機器 29,000
4,048.65
4,772.00

117,411,135
138,388,000

―
― 2.61

日本 ファーストリテイリング 株式 小売業 3,300
33,410.08
41,830.00

110,253,285
138,039,000

―
― 2.60

日本 アウトソーシング 株式 サービス業 37,000
4,584.88
3,645.00

169,640,584
134,865,000

―
― 2.54

日本 新日鐵住金 株式 鉄鋼 49,000
2,753.71
2,607.00

134,931,861
127,743,000

―
― 2.41

日本 東海カーボン 株式 ガラス・土石製品 331,000
339.55
378.00

112,391,812
125,118,000

―
― 2.36

日本 東京エレクトロン 株式 電気機器 11,000
10,886.63
11,045.00

119,752,964
121,495,000

―
― 2.29

日本 任天堂 株式 その他製品 4,900
28,730.46
24,540.00

140,779,282
120,246,000

―
― 2.27

日本 アルプス電気 株式 電気機器 41,500
2,112.48
2,826.00

87,668,213
117,279,000

―
― 2.21

日本 富士通 株式 電気機器 178,000
638.52
649.50

113,658,255
115,611,000

―
― 2.18

日本 島精機製作所 株式 機械 28,600
3,586.20
3,955.00

102,565,446
113,113,000

―
― 2.13

日本 アリアケジャパン 株式 食料品 18,000
5,762.36
6,260.00

103,722,652
112,680,000

―
― 2.12

日本 村田製作所 株式 電気機器 7,100
12,078.14
15,650.00

85,754,794
111,115,000

―
― 2.10

日本 ＳＭＣ 株式 機械 3,600
32,580.70
27,905.00

117,290,520
100,458,000

―
― 1.89
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日本 スズキ 株式 輸送用機器 23,300
3,926.96
4,114.00

91,498,320
95,856,200

―
― 1.81

日本 五洋建設 株式 建設業 168,300
531.00
565.00

89,367,300
95,089,500

―
― 1.79

日本 アスクル 株式 小売業 22,400
3,811.53
4,000.00

85,378,485
89,600,000

―
― 1.69

日本 スタートトゥデイ 株式 小売業 42,600
1,733.33
2,019.00

73,839,858
86,009,400

―
― 1.62

アメリカ FACEBOOK INC-A 株式
ソフトウェア・

サービス 6,195
13,165.69
13,553.61

81,561,510
83,964,623

―
― 1.58

アメリカ ALPHABET INC-CL C 株式
ソフトウェア・

サービス 874
80,578.46
91,187.20

70,425,576
79,697,619

―
― 1.50

（注）投資比率は、ファンドの純資産総額に対する当該銘柄の評価金額の比率です。

 

ｂ全銘柄の種類／業種別投資比率
 平成28年12月30日現在

種類／業種別 投資比率(％)

株式 国内 建設業 1.79

  食料品 2.12

  化学 7.67

  医薬品 3.95

  ガラス・土石製品 3.67

  鉄鋼 3.22

  非鉄金属 4.43

  金属製品 1.25

  機械 4.03

  電気機器 13.07

  輸送用機器 8.36

  精密機器 4.68

  その他製品 2.27

  卸売業 2.86

  小売業 5.91

  不動産業 5.59

  サービス業 7.50

  　　小計 82.39

 外国 エネルギー 1.08

  資本財 2.36

  小売 1.13

  
医薬品・バイオテクノロジー・ライ

フサイエンス
3.82

  ソフトウェア・サービス 5.88

  
テクノロジー・ハードウェアおよび

機器
1.08

  　　小計 15.35

合　計   97.74

（注）投資比率は、ファンドの純資産総額に対する当該種類または業種の評価金額の比率です。

 

（ｂ）【投資不動産物件】
該当事項はありません。

 

（ｃ）【その他投資資産の主要なもの】
該当事項はありません。

 

（２）【運用実績】

①【純資産の推移】

下記計算期間末日および平成28年12月末日、同日前１年以内における各月末の純資産の推

移は次の通りです。
  （単位：円）

 純資産総額
基準価額

(１万口当たりの純資産価額)

第7計算期間末日
（平成19年 6月20日）

11,173,328,297
10,684,750,308

（分配付）
（分配落）

11,391
10,893

（分配付）
（分配落）

第8計算期間末日
（平成20年 6月20日）

8,333,142,827
8,333,142,827

（分配付）
（分配落）

9,381
9,381

（分配付）
（分配落）

第9計算期間末日
（平成21年 6月22日）

4,550,185,270
4,550,185,270

（分配付）
（分配落）

5,555
5,555

（分配付）
（分配落）
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第10計算期間末日
（平成22年 6月21日）

4,646,280,371
4,646,280,371

（分配付）
（分配落）

6,239
6,239

（分配付）
（分配落）

第11計算期間末日
（平成23年 6月20日）

4,440,500,767
4,440,500,767

（分配付）
（分配落）

6,569
6,569

（分配付）
（分配落）

第12計算期間末日
（平成24年 6月20日）

3,761,796,979
3,761,796,979

（分配付）
（分配落）

6,142
6,142

（分配付）
（分配落）

第13計算期間末日
（平成25年 6月20日）

5,110,330,786
5,110,330,786

（分配付）
（分配落）

9,500
9,500

（分配付）
（分配落）

第14計算期間末日
（平成26年 6月20日）

5,198,833,316
4,846,726,401

（分配付）
（分配落）

11,812
11,012

（分配付）
（分配落）

第15計算期間末日
（平成27年 6月22日）

6,093,524,450
5,485,144,615

（分配付）
（分配落）

15,024
13,524

（分配付）
（分配落）

第16計算期間末日
（平成28年 6月20日）

5,177,334,011
5,177,334,011

（分配付）
（分配落）

12,672
12,672

（分配付）
（分配落）

平成27年12月末日 5,622,135,000  13,383 

平成28年 1月末日 5,248,245,747  12,510 

2月末日 4,894,117,521  11,797 

3月末日 5,230,762,910  12,711 

4月末日 5,269,760,748  12,897 

5月末日 5,517,298,302  13,545 

6月末日 5,106,195,098  12,518 

7月末日 5,214,941,966  12,925 

8月末日 5,119,264,956  12,780 

9月末日 5,170,040,815  12,961 

10月末日 5,332,046,720  13,445 

11月末日 5,318,577,978  13,602 

12月末日 5,303,396,259  13,842 

 

②【分配の推移】
 １万口当たりの分配金

第7計算期間 500円

第8計算期間 0円

第9計算期間 0円

第10計算期間 0円

第11計算期間 0円

第12計算期間 0円

第13計算期間 0円

第14計算期間 800円

第15計算期間 1,500円

第16計算期間 0円
 

③【収益率の推移】
 収益率（％）

第7計算期間 16.13

第8計算期間 △13.88

第9計算期間 △40.78

第10計算期間 12.31

第11計算期間 5.28

第12計算期間 △6.50

第13計算期間 54.67

第14計算期間 24.33

第15計算期間 36.43

第16計算期間 △6.29

第16計算期間末日から
平成28年12月末日までの期間

9.23

（注）「収益率」とは、計算期間末の基準価額（分配付の額）から当該計算期間の直前の計算期間末
の基準価額（分配落の額）を控除した額を当該基準価額（分配落の額）で除して得た数に100を
乗じて得た数をいう。ただし、第16計算期間末日から平成28年12月末日までの期間については平
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成28年12月末日の基準価額から当該基準価額（分配落の額）を控除した額を当該基準価額（分配
落の額）で除して得た数に100を乗じて得た数をいう。
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［参考情報］
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【投資リスク】
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２【設定及び解約の実績】
 設定口数 解約口数 発行済口数

第7計算期間 366,274,824 4,182,531,005 9,808,949,834

第8計算期間 559,683,564 1,485,908,979 8,882,724,419

第9計算期間 116,210,239 808,394,469 8,190,540,189

第10計算期間 43,964,885 787,537,000 7,446,968,074

第11計算期間 40,136,066 727,465,738 6,759,638,402

第12計算期間 121,352,185 756,052,681 6,124,937,906

第13計算期間 168,332,484 913,836,336 5,379,434,054

第14計算期間 221,475,510 1,199,573,121 4,401,336,443

第15計算期間 464,516,643 809,987,519 4,055,865,567

第16計算期間 613,010,418 583,090,648 4,085,785,337

第17計算期期首から
平成28年12月30日までの期間

93,203,417 347,537,158 3,831,451,596
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３【ファンドの経理状況】

 

【中間財務諸表】

 

１　当ファンドの中間財務諸表は、「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」

（昭和52年大蔵省令第38号）ならびに同規則第３８条の３および第５７条の２の規定により、

「投資信託財産の計算に関する規則」（平成12年総理府令第133号）に基づいて作成しており

ます。

　なお、中間財務諸表に記載している金額は、円単位で表示しております。

２　当ファンドは、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、当中間計算期間（平成

28年6月21日から平成28年12月20日まで）の中間財務諸表について、ＰｗＣあらた有限責任監

査法人により中間監査を受けております。
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三菱ＵＦＪ グローバルイノベーション

（１）【中間貸借対照表】
（単位：円）

第 16 期

［ 平成28年6月20日現在 ］

第 17 期中間計算期間末

［ 平成28年12月20日現在 ］

資産の部

流動資産

預金 18,644,407 26,450,211

コール・ローン 152,769,605 159,443,529

株式 5,028,784,260 5,251,938,732

派生商品評価勘定 15,401,721 －

未収入金 269,291,022 276,259,755

未収配当金 22,971,837 581,642

流動資産合計 5,507,862,852 5,714,673,869

資産合計 5,507,862,852 5,714,673,869

負債の部

流動負債

派生商品評価勘定 1,832 45,968,253

未払金 269,200,487 249,576,440

未払解約金 8,608,066 15,366,027

未払受託者報酬 2,774,641 2,810,637

未払委託者報酬 49,943,558 50,591,354

未払利息 257 216

流動負債合計 330,528,841 364,312,927

負債合計 330,528,841 364,312,927

純資産の部

元本等

元本 ※1 4,085,785,337 ※1 3,856,949,581

剰余金

中間剰余金又は中間欠損金（△） 1,091,548,674 1,493,411,361

（分配準備積立金） 1,404,674,989 1,298,509,573

元本等合計 5,177,334,011 5,350,360,942

純資産合計 5,177,334,011 5,350,360,942

負債純資産合計 5,507,862,852 5,714,673,869
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（２）【中間損益及び剰余金計算書】
（単位：円）

第 16 期中間計算期間

自 平成27年 6月23日

至 平成27年12月22日

第 17 期中間計算期間

自 平成28年 6月21日

至 平成28年12月20日

営業収益

受取配当金 26,858,850 32,940,970

受取利息 34,562 △13,992

有価証券売買等損益 △109,474,876 512,285,228

為替差損益 △2,806,076 △16,947,062

その他収益 5,151 1,139

営業収益合計 △85,382,389 528,266,283

営業費用

支払利息 － 32,350

受託者報酬 2,994,197 2,810,637

委託者報酬 53,895,475 50,591,354

その他費用 1,511,225 1,516,800

営業費用合計 58,400,897 54,951,141

営業利益又は営業損失（△） △143,783,286 473,315,142

経常利益又は経常損失（△） △143,783,286 473,315,142

中間純利益又は中間純損失（△） △143,783,286 473,315,142

一部解約に伴う中間純利益金額の分配額又は一部解
約に伴う中間純損失金額の分配額（△）

△17,877,949 13,553,770

期首剰余金又は期首欠損金（△） 1,429,279,048 1,091,548,674

剰余金増加額又は欠損金減少額 165,175,060 25,464,727

中間追加信託に伴う剰余金増加額又は欠損金減
少額

165,175,060 25,464,727

剰余金減少額又は欠損金増加額 118,278,732 83,363,412

中間一部解約に伴う剰余金減少額又は欠損金増
加額

118,278,732 83,363,412

分配金 － －

中間剰余金又は中間欠損金（△） 1,350,270,039 1,493,411,361
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（３）【中間注記表】

（重要な会計方針に係る事項に関する注記）

１ 有価証券の評価基準及び評価方法 株式は時価で評価しております。時価評価にあたっては、原則として金融商品取引所等

における終値で評価しております。

２ デリバティブ等の評価基準及び評価

方法

為替予約取引は原則としてわが国における対顧客先物相場の仲値で評価しております。

３ その他財務諸表作成のための基本と

なる重要な事項

外貨建資産等の会計処理

「投資信託財産の計算に関する規則」第６０条および第６１条にしたがって処理し

ております。

 

（中間貸借対照表に関する注記）

 
 

第 16 期

［ 平成28年6月20日現在 ］

第 17 期中間計算期間末

［ 平成28年12月20日現在 ］

    
※１期首元本額 4,055,865,567円 4,085,785,337円

 期中追加設定元本額 613,010,418円 86,811,423円

 期中一部解約元本額

 

583,090,648円 315,647,179円

２ 受益権の総数

 

4,085,785,337口 3,856,949,581口

３ １口当たり純資産額 1.2672円 1.3872円

 （１万口当たり純資産額） （12,672円） （13,872円）
    
 

（中間損益及び剰余金計算書に関する注記）

該当事項はありません。

 

（金融商品に関する注記）

金融商品の時価等に関する事項

 
区　分

第 16 期

［ 平成28年6月20日現在 ］

第 17 期中間計算期間末

［ 平成28年12月20日現在 ］

１ 中間貸借対照表計上

額、時価及びその差額

時価で計上しているためその差額はありません。 同　左

２ 時価の算定方法 売買目的有価証券は、（重要な会計方針に係る事

項に関する注記）に記載しております。

同　左

  デリバティブ取引は、（デリバティブ取引に関す

る注記）に記載しております。

同　左

  上記以外の金融商品（コールローン等）は、短期

間で決済され、時価は帳簿価額と近似していること

から、当該金融商品の帳簿価額を時価としておりま

す。

同　左

３ 金融商品の時価等に関

する事項についての補

足説明

金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほ

か、市場価格がない場合には合理的に算定された価

額が含まれております。当該価額の算定においては

一定の前提条件等を採用しているため、異なる前提

条件等によった場合、当該価額が異なることもあり

ます。

同　左

 

（有価証券に関する注記）

該当事項はありません。
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（デリバティブ取引に関する注記）

取引の時価等に関する事項

通貨関連

  第 16 期［ 平成28年6月20日現在 ］

区　分 種　類 契 約 額 等（円） 時　価 評 価 損 益

   うち1年超 （円） （円）

市場取引以外の取引 為替予約取引     

  売建     

 　アメリカドル 448,208,058 ― 434,860,120 13,347,938

 　イギリスポンド 20,124,060 ― 20,124,720 △660

 　スイスフラン 32,012,008 ― 32,013,180 △1,172

 　香港ドル 165,253,983 ― 163,201,850 2,052,133

 　ユーロ 32,693,650 ― 32,692,000 1,650

 　合　　計 698,291,759 ― 682,891,870 15,399,889

 

  第 17 期中間計算期間末［ 平成28年12月20日現在 ］

区　分 種　類 契 約 額 等（円） 時　価 評 価 損 益

   うち1年超 （円） （円）

市場取引以外の取引 為替予約取引     

  売建     

 　アメリカドル 522,473,805 ― 557,257,650 △34,783,845

 　イギリスポンド 22,489,336 ― 24,768,535 △2,279,199

 　スイスフラン 34,175,142 ― 36,309,240 △2,134,098

 　香港ドル 173,976,566 ― 178,840,640 △4,864,074

 　ユーロ 35,424,963 ― 37,332,000 △1,907,037

 　合　　計 788,539,812 ― 834,508,065 △45,968,253

 

（注）時価の算定方法

１　対顧客先物相場の仲値が発表されている外貨については、以下のように評価しております。

①為替予約の受渡日（以下「当該日」といいます。）の対顧客先物相場の仲値が発表されている場合は、当該為

替予約は、当該対顧客先物相場の仲値で評価しております。

②当該日の対顧客先物相場の仲値が発表されていない場合は、以下の方法によっております。

（イ）当該日を超える対顧客先物相場が発表されている場合には、発表されている先物相場のうち当該日に最も

近い前後二つの対顧客先物相場の仲値をもとに計算したレートを用いております。

（ロ）当該日を超える対顧客先物相場が発表されていない場合には、当該日に最も近い発表されている対顧客先

物相場の仲値を用いております。

２　対顧客先物相場の仲値が発表されていない外貨については、対顧客電信売買相場の仲値で評価しております。

 

※上記取引で、ヘッジ会計が適用されているものはありません。
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【ファンドの現況】

【純資産額計算書】

平成28年12月30日現在

（単位：円）

Ⅰ 資 産 総 額 5,352,595,199  

Ⅱ 負 債 総 額 49,198,940  

Ⅲ 純資産総額（Ⅰ－Ⅱ） 5,303,396,259  

Ⅳ 発 行 済 口 数 3,831,451,596 口

Ⅴ １口当たり純資産価額（Ⅲ／Ⅳ）
1.3842

（ １万口当たり 13,842
 

）
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４【委託会社等の概況】

（１）【資本金の額】

半期代替書面における「委託会社等の概況」の記載のとおりです。

半期代替書面については、（http://www.am.mufg.jp/corp/profile/accounting.html）でもご覧いただ

けます。

 

（２）【事業の内容及び営業の状況】

半期代替書面における「事業の内容及び営業の概況」の記載のとおりです。

 

（３）【その他】

該当事項はありません。

 
５【委託会社等の経理状況】

半期代替書面における「委託会社等の経理状況」の「冒頭書面」の記載のとおりです。
 
（１）【貸借対照表】

半期代替書面における「委託会社等の経理状況」の（１）「貸借対照表」の記載のとおりです。
 

（２）【損益計算書】

半期代替書面における「委託会社等の経理状況」の（２）「損益計算書」の記載のとおりです。

 
（３）【株主資本等変動計算書】

半期代替書面における「委託会社等の経理状況」の（３）「株主資本等変動計算書」の記載のとお

りです。
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６【その他】

平成28年９月16日提出済みの有価証券届出書（以下「原届出書」といいます。）の記載事項の一部に

ついて、内容の更新等を行います。原届出書の更新後の内容を記載する場合は＜更新後＞とします。

 

有価証券報告書
第一部　ファンド情報
第１　ファンドの状況

１　ファンドの性格

（３）ファンドの仕組み

③委託会社の概況

＜更新後＞

・資本金

2,000百万円（平成28年12月末現在）

（略）

・大株主の状況（平成28年12月末現在）

（略）

 
３　投資リスク
（１）投資リスク

②為替変動リスク
＜更新後＞

（略）
ただし、為替市場の状況によっては、金利差相当分以上のヘッジコストとなる場合があります。
（略）
 

４　手数料等及び税金
（５）課税上の取扱い

＜更新後＞
（略）

※上記は平成28年12月末現在のものですので、税法が改正された場合等には、上記の内容が変更に
なることがあります。
（略）

 
第二部　委託会社等の情報
第２　その他の関係法人の概況

１　名称、資本金の額及び事業の内容

（１）受託会社

＜更新後＞

（略）

②資本金の額：324,279百万円（平成28年９月末現在）

（略）

 

（２）販売会社
＜更新後＞

①名称
②資本金の額

（平成28年９月末現在）
③事業の内容

カブドットコム証券株式会社 7,196 百万円
金融商品取引法に定める第一種
金融商品取引業を営んでいま
す。

株式会社ＳＢＩ証券 47,937 百万円
金融商品取引法に定める第一種
金融商品取引業を営んでいま
す。

髙木証券株式会社 11,069 百万円
金融商品取引法に定める第一種
金融商品取引業を営んでいま
す。
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楽天証券株式会社 7,495 百万円
金融商品取引法に定める第一種
金融商品取引業を営んでいま
す。

野村證券株式会社 10,000 百万円
金融商品取引法に定める第一種
金融商品取引業を営んでいま
す。

フィデリティ証券株式会社 7,657 百万円
金融商品取引法に定める第一種
金融商品取引業を営んでいま
す。

三菱ＵＦＪモルガン・スタン
レー証券株式会社

40,500 百万円
金融商品取引法に定める第一種
金融商品取引業を営んでいま
す。

 
 

３　資本関係

＜更新後＞

委託会社と関係法人の主な資本関係は次の通りです。（平成28年12月末現在）

（略）
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独　立　監　査　人　の　中　間　監　査　報　告　書

 

平成29年２月１日

 

三 菱 Ｕ Ｆ Ｊ 国 際 投 信 株 式 会 社

取　締　役　会　御　中

 

PwCあらた有限責任監査法人

 指定有限責任社員
業　務　執　行　社　員

 公認会計士　柴 　毅　印

 

 

 

 

 指定有限責任社員
業　務　執　行　社　員

 公認会計士　大畑　茂　印

 

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「ファンドの経理状況」に掲げ

られている三菱ＵＦＪ グローバルイノベーションの平成28年６月21日から平成28年12月20日までの中間計算期間の中間財

務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益及び剰余金計算書並びに中間注記表について中間監査を行った。

中間財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して中間財務諸表を作成し

有用な情報を表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間財務諸表を作成し有用な情報

を表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した中間監査に基づいて、独立の立場から中間財務諸表に対する意見を表明する

ことにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中

間監査の基準は、当監査法人に中間財務諸表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損な

うような重要な虚偽表示がないかどうかの合理的な保証を得るために、中間監査に係る監査計画を策定し、これに基づき中

間監査を実施することを求めている。

　中間監査においては、中間財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するために年度監査と比べて監査手続の一部

を省略した中間監査手続が実施される。中間監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による中間財務諸表の重

要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて、分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手続が選択及び適

用される。中間監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価

の実施に際して、状況に応じた適切な中間監査手続を立案するために、中間財務諸表の作成と有用な情報の表示に関連する

内部統制を検討する。また、中間監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見

積りの評価も含め中間財務諸表の表示を検討することが含まれる。

　当監査法人は、中間監査の意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

中間監査意見

当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠し

て、三菱ＵＦＪ グローバルイノベーションの平成28年12月20日現在の信託財産の状態及び同日をもって終了する中間計算

期間（平成28年６月21日から平成28年12月20日まで）の損益の状況に関する有用な情報を表示しているものと認める。

利害関係

三菱ＵＦＪ国際投信株式会社及びファンドと当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載す

べき利害関係はない。

以　 上

 

（注）上記は、委託会社が、独立監査人の中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は委

託会社が別途保管しております。なお、XBRLデータは中間監査の対象に含まれていません。
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